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鉄筋コンクリート造建築物の火害調査は、次の各調査方法などによって実施します。 

  目視観察･打音検査   

コンクリート表

面の変色や煤の

付着、ひび割れ等

の状況を目視観

察します。ひび割

れ発生箇所はハ

ンマーで打診し、

コンクリートの

浮きの有無を確

認します。 

  機械インピーダンス測定   

打撃装置を用い

て NDIS 3434-3に

基づきコンクリ

ート表面を打撃

し、打撃力の時間

波形の測定、解析

を行うことで、火

災の影響を確認

します。 

 

  引っかき傷幅の測定   

コンクリート表

面に塗料を付け、

一定の荷重をか

けて引っかき傷

を加え、その傷幅

を測定すること

で、コンクリート

表面の被災状況

を推定します。 

 

  梁･スラブのたわみ測定   

火災の影響を受

けている水平部

材について、レベ

ル測定器などを

用いて変形量を

測定し、火災によ

る過大なたわみ

の有無を確認し

ます。 

  反発度測定   

リバウンドハン

マーを用いて JIS 

A 1155 に基づき

コンクリート表

面の反発度を測

定し、火災の影響

を受けている箇

所と受けていな

い箇所の測定結

果を比較します。 

  色彩測定   

分光測色計を用

いてコンクリー

ト表面の色を測

定し、変色の状況

からコンクリー

ト表面の受熱温

度の推定に使用

します。 

 

 

  圧縮強度試験･静弾性係数試験   

火災の影響を受

けている箇所か

ら採取したコン

クリートコアに

より圧縮強度、静

弾性係数を求め、

火災の影響を受

けていない箇所

や設計時の強度

と比較します。 

  コンクリートコアの多点ひずみ測定   

コンクリートコ

アの圧縮強度試

験において表面

からの深さごと

のひずみを測定

し、コンクリート

の劣化深さを推 

定します。
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